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年 月 日 （ 日 ） ：

分 ／ 分 有

／ 人

1 0

2 1

番 番

No. 号 号 No.

分 3 年 1 1 3 年 分

分 3 年 3 2 3 年 分

分 3 年 4 5 3 年 分

71 分 2 年 18 15 3 年 分

分 2 年 19 26 1 年 分

分 3 年 6 8 3 年 分

65 分 2 年 17 10 3 年 51 分

71 分 3 年 7 11 3 年 分

65 分 2 年 16 13 2 年 分

分 3 年 10 7 3 年 分

77 分 3 年 9 9 3 年 67 分

分 2 年 12 12 3 年 分

18 分 3 年 2 3 3 年 分 10

分 3 年 5 4 3 年 分

分 3 年 14 16 3 年 分

17 分 2 年 21 19 3 年 分

分 1 年 26 6 2 年 分

9 分 3 年 11 29 2 年 分

7 分 2 年 20 17 3 年 分

16 分 2 年 22 27 1 年 分 9

No. 延後 延前 延前 延後 No.

分 2 分

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

No.

分 3 1 － 0

分 7 2 － 0

分 9 3 － 0

分 7 3 － 1

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

【 】 【 】

公 式 記 録 
(一社)兵庫県サッカー協会 

兵庫県高体連サッカー部 

主審
署名 大塚　晴弘令和５年度兵庫県高等学校サッカー選手権大会 決  勝 47

日  時 2023 11 12 13 ０5 キックオフ 会  場 ノエビアスタジアム神戸

天  候 雨 微風 天然芝 ・ 人工芝 ・ クレー 状  態 良好 試合形式 80  延長 20 ／  PK戦

運営責任者 笠原　弘樹 会場主任 石塚　俊一 記  録 芝切　淳 後藤　大輔 観 衆 8,741

主  審 大塚　晴弘 副審１ 瀬田　順矢 副審２ 福島　僚太 第４の審判員 奥山　恒平

 チーム名 kick off

3

前半

1

 チーム名

神戸弘陵学園高校 後半 神戸科学技術高校

○×  先 PK戦 先  ○×

延前

選手番号 P
K
戦

延後 P
K
戦

選手番号

OUT時間 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前
選　手　名 (学年)

シュート 交代

延後 OUT時間

交代 シュート
選　手　名 (学年) 位置 位置

GK 松本　雄成石橋　亮斗 GK

DF 若山　悠晃１＊ 柴尾　美那 DF

DF 河邉　天真 1岡　   未來 DF

DF 橋本　涼汰 1阪上　聖恩 DF

DF 長坂　皆飛藤本　達真 MF

MF 水谷　   滉 11 1 大井　孝輔 MF

MF 増永　新太1 木津　奏芽 MF

MF 小林　翔太1＊ 1 佐波　昂大 MF

MF 取井　優斗1 石橋　瀬凪 FW

FW 桑原　   輝 ２＊2 北藤　   朔 FW

FW 岡田 琉之介 1３＊ 1 馬場　悠平 FW

GK 吉崎　奏音歌野　裕大 GK

DF 森本　乾仁豆成　   僚 DF

DF 粕井　洸希三輪　桜大 DF

DF 高口　愉将松井　君弥 DF

DF 先田　竜基2 井田　琉汐 MF

MF 奥田　隼斗梅原　良弥 MF

MF 池田　航1 高橋　奏多 FW

FW 安村　陽大1 中邑　蕾羽 FW

FW 大川　遼下酔尾 朔也 FW

76 警 豆成　僚 反ス 17 12 5

前半 チーム合計時 間 警・退 氏　　名 事 由 合 計 後半

シュート

警・退 氏　　名

2 4 6

事 由前半 後半 合 計 時 間

3 4 7

2 1 1 Ｇ Ｋ 5 5 10

4 0 4 Ｃ Ｋ 2 3 5

間接ＦＫ0 0 0

3 直接ＦＫ 4 5 94 1

 ［警告事由］  反ス・ラフ・異議・繰返・遅延・距離・無入・無去                 ［退場事由］  不正・乱暴・つば・阻(手)・阻(他)・侮辱・警２

時 間 チ ー ム 得点者 スコア ［得点経過］ 略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ

0 0 00 0 0 Ｐ Ｋ

得
 

点
 

経
 

過

3 神戸弘陵 柴尾 右 18

56 神戸弘陵 佐波 右

73 神戸科技 桑原 中央 5 ∩ 7

∩ 中央 3 HS

59 神戸弘陵 馬場 中央 9 インターセプト S

9 ～ → 中央 7 S

S

戦

評

[備 考]

戦評者 所 属 琴丘／芦屋　 氏 名 菅原正裕　／　上野大樹

時折小雨が降る中、神戸弘陵１－４－４－２、神戸科技１－３－５－２でスタート。膠着した展開になるかと思われた立ち上がり3分、神戸弘陵はショート
コーナーから10北藤が右サイドでドリブルで運び神戸科技DF引き付け、後ろからサポートに入った１８阪上にパス。ワンタッチでファーサイドに上げた精
度の高いクロスに３柴尾が頭で合わせ神戸弘陵が先制する。その後も神戸弘陵は左サイド１０北藤のドリブルや９馬場のキープ力を中心に、試合の主導権を
握る。対する神戸科技はDF５河邉を中心に守備時は5バックとなり神戸弘陵の巧みなパスワークに粘り強く対応すると、３０分を過ぎるころからこぼれ球
を拾いつないで前線でのプレーが増え始め、クロスなどからチャンスを作る。立ち上がりの失点からうまく切り替え、持ち前の集中力を活かして神戸科技は
０－１で折り返す。後半に入ると両チーム一進一退の展開となるが、５０分を過ぎると神戸弘陵はサイドを中心に攻勢に出る。５６分、裏に抜け出した９馬
場の巧みな切り替えしから、７佐波に折り返し追加点を上げる。立て続けに59分、相手DFのパスをカットし９馬場がワンタッチでゴールに流し込み3点
目。その後も神戸弘陵が主導権を握りチャンスを作り続けるも、神戸科技GK１松本が驚異的なセーブを連発し、粘り強く守っているとチャンス到来。73
分、クロスボールを５河邉の頭での折り返しを７桑原が押し込み１点を返すことに成功。持ち前の運動量で最後まで諦めず走り続けた神戸科技の健闘を讃え
るとともに、県内3冠を達成した神戸弘陵には全国選手権での活躍に期待する。


